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Priscilla Meyer, “Supernatural Doubles: Vii and The Nose”, Neil Cornwell, Gothic-
fantastic in Nineteenth-century Russian Literature, Amsterdam, Atlanta, Rodopi, 1999, pp.189-
209. ; Ignat Avsey, “The Gothic in Dostoevskii and Gogol : The British Connection”, Gothic-















































































































































































遺集』（Reliques of Ancient English Poetry,１７６５）におさめた『愛するウィリア







































































































































































































３０プーシキンの蔵書には、メリメの『クララ・ガスルの戯曲集』（Le Théâtre de Clara Gazul,
１８２５）、『グズラ』（La Guzla, １８２７）、『モザイク』（Mosaïque, １８３３）、『南仏紀行』（Notes





















































































































































































































































































４０『イヴァン・クパーラの前夜』について、詳しくは以下を参照。Driessen F.C, “Saint John’s













































































































































































































レーの老婆』（The Old Woman of Berkeley. A Ballad, Showing How an Old Woman Rode
Double, and Who Rode Before Her, １７９９）のジュコーフスキイによる翻案詩（
１８１４）からの影響を見ている（ ）。
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第３夜。ホマーに勝機はない。吸血魔女はふたたび棺から起き上がり、あら
ゆる怪異を呼び寄せる。
不意に...静寂のさなかに...棺の鉄蓋がめりめりと音を立てて弾け飛び、
死者が起き上がった。死者は最初の時よりさらに恐ろしい様子だった。
上下の歯が恐ろしげな音を立て軋りあっていた。その唇は痙攣に引き攣
り、荒々しい金切声をあげ呪文を唱えていた。（II,２１６）
吸血魔女は、最終手段として妖怪の首領ヴィイを召喚する。ヴィイは、ゴー
ゴリの自註によれば「地面に垂れ下がる両まぶたを持つグノムの親玉」（II,
１７５）であり、凶眼の持ち主である。４７ 生者であるホマーは決してヴィイを見て
はならなかったが、怖いもの見たさ故か、辛抱できず見てしまう。それがホマ
ーの命とりとなる。
「ほらここにいる！」とヴィイは叫び、鉄の指でホマーを指ししめした。
すると、そこに居合わせた、あらん限りのものどもが哲学級生［ホマー］
に襲いかかった。ホマーは息絶えて地面に倒れ、恐怖のあまり即座に魂
は身体を抜け出てしまった。（II,２１７）
こうして吸血魔女は本懐を遂げ、狙い定めた花婿（ホマー）を彼岸に連れ去
る。魔女の情念・執念はすさまじい。３日３晩ホマーを探し求め、棺の舟に乗っ
て教会堂内を縦横に飛びまわり、最後はヴィイの眼力をかりて生者を彼岸に連
れ去りゆく。
４７マンはドイツ・ロマン派の影響を指摘する。また、栗原はロシア正教の聖者カシヤーン、
ウクライナ伝説のブニャクとの類似を指摘している（栗原成郎『ロシア民俗夜話』丸善、
１９９６年、８５－８９頁）。グノムは、未完作品『血まみれのバンドゥーラ奏者』でも描かれる。
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むすび
ゴーゴリは、『ディカーニカ近郷夜話』所収の諸作品、および『ヴィイ』な
どにおいて、悪魔、魔女、魔術師などが跳梁跋扈する世界をゆたかに描き出し
た。『夜話』で繰りひろげられる世界は、バフチンやマンも指摘するように、
祝祭的笑いと賑々しい祝宴に彩られた真昼の世界である。本稿では、そのよう
な白昼の世界に闖入する闇の諸相を捉えようと試みた。いっぽう、『恐ろしき
復讐』や『ヴィイ』で描かれる世界は、それまでの『夜話』のカーニバル的雰
囲気を一変させるような、恐怖が支配する闇の世界である。『ヴィイ』の暗黒
世界を飛翔するのは、赤子とその母親の生き血を吸う吸血鬼であり、死してな
お主人公ホマーを墓場に連れ去ろうと心を砕く魔女である。『ヴィイ』におい
て、ゴーゴリの＜レノーレ譚＞はひとつの完成形を見たと言えよう。４８
本稿では、ゴーゴリと＜レノーレ譚＞、＜吸血鬼譚＞の関係について、伝記
的事実に照らしながら考察した。その上で、それらがどのように具体的作品に
反映されたかを検討した。ジュコーフスキイやプーシキンからゴーゴリに受け
継がれたロシアの＜レノーレ譚＞の伝統は、その後А.К.トルストイ（
１８１７‐１８７５）、トゥルゲーネフ（
１８１８‐１８８３）などに引き継がれるが、それらの考察は次稿の課題と
したい。
４８『ヴィイ』が収められた『ミールゴロド』の表紙には「『ディカーニカ近郷夜話』の続編
をなす中篇小説集（ ）」と
明記されている。
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